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『サバイバルゲーム同好会』の設立せつりつを望のぞむ、伊原いはらたち一一人の生徒せいとたちは、生徒会長の林水はやしみずから『相良さがら宗介そうすけとの勝負に勝てば、同好会の設立を認みとめる』という条件じょうけんを出された。まったく勝つ自信がない彼らは、かなめに助すけっ人とを依頼いらいする。『校内で相良くんと拮抗きっこうする力を持つのは、千鳥ちどりさんだけだ』というのだ。ささいなトラブルで、宗介と小さな仲違なかたがいをしていたかなめは、その頼たのみを安請やすうけ合いしてしまったのだが──




「──で、これ。どうやって撃うつの？」

　化学室の机上きじょうに、ずらりと並ならんだエアガン。その一挺いっちょうを手に取り、かなめが伊原にたずねた。

「どうやって、と言われましても。セイフティーを外して、トリガーを引くだけです」

　困惑顔こんわくがおで伊原が言った。大柄おおがらな体にベレー帽ぼう。老ふけ顔に口ひげを蓄たくわえている。どう見ても高校生の容貌ようぼうではないのだが、かなめと同じ二年生である。

「セイフティーって？」

「安全装置あんぜんそうちです」

「トリガーは？」

「引き金です」

「ふむふむ。なるほど」

　たったそれだけのことに感心しながら、かなめはさっそくそれを実行じつこうした。

「あ、ちょっ、待──」

　たたたたたたたたたたっ！

　あわてて止めようとする伊原たちの前で、かなめの銃じゅうから大量の弾たまが吐はき出された。プラスチック製せいのＢＢ弾だんが、壁かべや天井てんじょうに当たって跳はね返り、一同にヒョウのごとく降ふり注そそぐ。跳弾ちょうだんにもかかわらず、かなり痛い。

「わわわっ……！」

「ダメですよ、千鳥さん！」

「痛い！　痛い！」

　顔を覆おおってうずくまる一同。かなめはびっくりしてその場に固まり、つぶやいた。

「お……オモチャじゃなかったの？」

「オモチャだけど、危あぶないんです！」

「だ、だって、怪我けがしちゃうじゃない」

「そうです。目に当たったら失明しつめいです！ 不用意よういに発砲はっぽうしてはいけません！」

「な、なんと……」

　跳弾が当たって、ひりひりする太股ふとももをさすりながら、かなめはうめく。

　実のところ、かなめは遊戯用ゆうぎようのエアガンをまともに取り扱あつかうのは初めての経験けいけんだったのだ。不幸な経緯いきさつから、実銃じつじゅうならば、身近で見たり触さわったり──それどころか、撃たれて殺されかけたりまでしたことがあるのだが──エアガンはまったくの初体験はつたいけんだった。

　どうせ二、三メートルくらい弾が飛ぶだけの銀玉鉄砲でっぽうに、毛の生えたような代物しろものだろうと思っていたのだ。

「こ、これで撃ち合うの？」

「撃ち合うんです」

「危ないじゃない！」

「危ないんですよ！」

　そこで佐々木ささき博巳ひろみがたずねてきた。

「も……もしかして千鳥センパイ、エアガンのこと、なにも知らないんですか？」

「うん。だって、鉄砲なんて興味きょうみないもん」

「相良センパイが、いっつも振り回してるでしょう？」

「だからって、あたしが詳くわしいわけないでしょーが」

　たちまちサバゲー同好会（未設立みせつりつ）の一同が、絶望的ぜつぼうてきなうなり声をあげた。

「なんてこった……」

「相良くんの手綱たづなを握にぎってるくらいだから、てっきり……」

「負けず劣おとらず、銃器や戦術せんじゅつに詳くわしいと思ってたのに……」

　嘆息たんそくする伊原たち。

「あたし、そういう目で見られてたの……？」

　かなめは顔面にびっしりと脂汗あぶらあせを浮うかべた。




　同じころ、市内の専門店せんもんてんでは──

「エアガンを買いたい」

　きびきびと店内の銃器類を見回しながら、宗介は店員に告げた。

　実のところ、彼は遊戯用エアガンというものをまったく知らない。見たことも、触ったこともない。しょせんは玩具がんぐ、扱あつかいに熟達じゅくたつする必要などないだろう──そうは思ったが、とりあえず現物げんぶつを見ておくことにした。そんなわけで、宗介は同じクラスの風間かざま信二しんじに店の場所を教えてもらって、こうして買い物にきたわけなのだった。

　店員は若い女だった。無造作むぞうさに束たばねた髪かみと、ジーンズにエプロン姿すがた。地味じみな黒縁くろぶちメガネ。柔和にゅうわな表情を作って、こうたずねてくる。

「えーと、エアガンのご経験けいけんは？」

「いや。初心者だ」

　むっつり顔で生真面目きまじめに答える。

「むー。そうですね。だれかお友達とゲームをするのなら……これなんかはどうです？」

　壁かべにかけてあった、特殊部隊とくしゅぶたい向けのカービン銃を手に取る。

「アクセサリーも手軽に付けられますし、取り扱いも簡単です」

「Ｍ４Ａｌか」

「え……はい。よくご存ぞんじですね」

「悪い銃ではないが、持っている」

　さっき初心者って言ったじゃない……そう思いながらも、店員は辛抱しんぼう強く微笑ほほえんだ。

「た、確たしかに最近のモデルはちょっと重いですからねぇ。取り回しとかを考えるなら──うーん、これなんかどうです？」

　女性店員は続いて、ベルギー製の新世代型サブマシンガンを壁から降おろす。

「Ｐ90か。それも持っている」

「そ、そうですか。そのー。もう少し具体的ぐたいてきなご要望ようぼうを聞かせてもらえますか？ 長物ながものがいいのか、短いのがいいのか……リアル指向しこうなのか、実用じつよう指向なのか……」

　すると宗介は小さなため息をついた。

「要望もなにも……俺が欲しいのはエアガンだ。アサルト・カービンやサブマシンガンを薦すすめられても困る」

「は？」

　店員はきょとんとする。

「玩具がんぐのエアガンだ。ないのか？」

「いや、だからこれですってば」

「それはカービン銃だろう。自分の店の商品くらい勉強したらどうだ？」

「むっ。なにをわけのわからないことを。これはエアガンですよ！」

「ちがう、カービン銃だ。貸かしてみろ」

　まったく噛かみ合わない会話を繰くり広げた挙あげ句く、宗介はなかば強引ごういんに店員から銃を取り上げた。

「あ……」

「いいか？　なぜ日本で市販しはんされているのか分からんが、このＭ４Ａ１はコルト・コマンドに代わるべく開発された、特殊部隊向けのアサルト・カービンだ。従来じゅうらいのモデルに比くらべて、精度せいどや熱対策ねつたいさく、利便性りべんせいなどに大幅おおはばな改良かいりょうが施ほどこされている。口径は５・56ミリ。ＳＳ109弾に対応しており──」

　宗介は熟練じゅくれんした手つきで銃を操作そうさし、ボルト内に実弾じつだんが装填そうてんされていないか確認かくにんしようとした。チャージング・ハンドルを引ひっ張ぱる。すこん、と情けない手応てこたえ。不審ふしんに思いながら、ボルトの中を覗のぞいてみると、変へんな歯車はぐるまが詰つまっている。

「？」

　それに妙みょうだった。銃そのものが微妙びみょうに軽いのだ。頑丈がんじょうな金属製きんぞくせいのはずのフレームも、わずかにぎしぎしと頼たよりなくきしむ。キャッチ・ボタンを押し込んで、マガジンを外してみる。じゃらじゃら、と音がして、米粒こめつぶみたいな白い玉がこぼれ落ちてきた。

「…………」

　むすっとした店員と目が合う。気まずい沈黙ちんもく。宗介はへの字口をさらに曲げた。

「……なんだ、これは？」

「だから、エアガンだって言ってます！」

　肩を怒いからせて女店員が言った。

　ようやくこの銃が偽物にせものなのだと理解りかいした宗介は、しきりに感心した。

「本物そっくりだな……。コルト社の刻印こくいんやシリアル番号まであるぞ。とてもおもちゃとは思えん」

「でも、おもちゃです。っていうかお客さん、からかってるんですか？」

　宗介は答えず、財布さいふの中身を点検てんけんした。

「これを一挺いっちょうくれ。弾たまと予備よびマガジンもだ」

「どうも。ほかの装備そうびはどうしますか？ スリングや弾帯だんたい、ブーツや手袋てぶくろ……」

「それは要らない。持っている」

「？　まあいいですけど……」

　電卓でんたくをはじく店員の前で、宗介は電動ガンをいじり回す。なにやら気に入った様子ようすである。基本的きほんてきに、機械きかいいじりが好きなのだ。

「なるほど、このプラスチック弾を飛ばすのだな。内蔵ないぞうのモーターでギアを動かし、空気を圧縮あっしゅくするわけか。よくできている。セイフティまで付いているとは……」

「気を付けてくださいよ。それ、弾もバッテリーも入ってますから」

「ところでトリガー・ストロークは──」

　銃口を天井てんじょうに向け、無造作むぞうさに引き金を引く。

「あ、ちょっと、待──」

　たたたたたたたたたたっ！

　あわてて止めようとする店員の前で、宗介の銃から大量の弾が吐き出される。ＢＢ弾が店内をはね回り、客や店員に襲おそいかかった。

「わわわっ！」

「なんだよ、おい？」

「痛い！　痛い！」

　顔を覆おおって身を低くする客たちに、店員がぺこぺこと謝あやまる。

「ああっ。すみません、すみません。……って、お客さん、危ないでしょう！ 気を付けてって言ったじゃないですか!?」

　天井の石膏せっこうボードに空いた小さな穴あなを、宗介はぽかん、と見上げた。

「……おもちゃではなかったのか？」

「おもちゃだけど、危ないんです！」

「これでは怪我けがをする」

「そうです。目に当たったら失明です！ 不用意に発砲してはいけません！」

「むう……」

　宗介はうなり声をあげた。

　以前、かなめたちと縁日えんにちに出かけたことがある。そのとき、射的しゃてきの出店で遊んだのだが──そこで使った、コルク玉を飛ばすおもちゃくらいの威力いりょくだろう、と勝手に思っていたのだ。しかし、これは。

「これで撃ち合うのか？」

「撃ち合うんです」

「危ないではないか」

「危ないんですよ!!」

　あきれたように店員の娘が言った。




　そんな宗介のビギナーっぷりなどつゆ知らず、かなめたちはサバゲーの訓練くんれんにいそしんでいるのだった。週末の朝。練習れんしゅう場所は市内のキャンプ場だ。いつぞや、写生会のドタバタがあった丘陵きゅうりょうである。

　まず、とにかく走る。そして腕うで立て、腹筋ふっきん、スクワット。そしてまた走る。本格的な運動部並みのトレーニング・メニューに、伊原たちはたちまち顎あごを出してしまった。

「ぜえ……ぜえ……。ち、千鳥さん。……どうしてまた……ここまで走る必要が？」

　坂道をよろめくように駆かけ上がりながら、伊原は後ろを走るかなめに尋たずねる。

「はあ……はあ……まずは気合いよ……根性よ……。とにかく……覇気はきを……」

　彼女も汗あせだくで息が荒い。それでもその瞳ひとみには、なにやら強い闘志とうしが宿っている。運動不足とはいえ、体力に勝まさる男だらけの中で、四番手あたりを走っているのだから、その本気のほどが知れようというものだ。

「ですが……われわれとしては……根性論こんじょうろんよりも……実践的じっせんてきに……はあ、はあ……相良くんの弱点などを……教えてもらいたいのでありますが……」

「そんな……はあはあ……都合つごうのいいものが……あ・る・わ・け！ ないでしょーが！ ぬおお───っ！」

　歯はを食いしばって、スパートをかける。伊原たちを抜いて、トップでゴールイン。その場でへたりこんで四つん這ばいになる。

「はあっ……はあっ……」

　汗がぽたぽた地面に落ち、タンクトップとスパッツもずぶ濡ぬれだった。



　そんなかなめを、遅おくれてゴールした連中が遠巻きに眺ながめて、ひそひそと囁ささやき合う。

（協力してくれるのはいいんだけどよ……。なんでここまでムキになるんだ？）

　と、ナイフ使いの江尾川えびかわ。もっとも、彼のナイフはゴム製せいで、雰囲気ふんいき重視じゅうしのプレイスタイルなだけだったりするが。

（うむ、こちらの身がもたんわい。それにあの娘、銃の扱あつかいも知らん様子ではないか）

　と、スカーフェイスの衣野家いのいえ。もっとも額ひたいの十字傷は、小四と中一のときに、自転車でコケて、それぞれ電柱でんちゅうとブロック塀べいに頭突ずつきをかましただけだったりするが。

（よせ、諸君しょくん。われわれは彼女に指揮しきを任せたのだ。いまさら不平ふへいは許されん）

　と、ベレー帽に口ひげの伊原。ちなみに彼の場合は、単に老ふけ顔なだけである。

　佐々木博巳はぐったりして、地面に大の字になっている。ほかの面子メンツもだ。だれもが激はげしく肩かたを上下させ、ぶつぶつと大なり小なり不平不満をこぼしていた。

　新任しんにんの少尉しょうい（かなめ）に不満を持つ小隊員たちを、古株ふるかぶの軍曹ぐんそう（伊原）がなだめている──いまの一同の関係は、そんな感じだった。

　休むのもそこそこに、かなめは立ち上がる。

「……よっし、じゃあ次のメニューよ。ラジオ体操たいそう第二を連続三〇本！」

　たちまち一同はうなり声をあげた。

「千鳥さん、それ、精神的せいしんてきに過酷かこくです！」

「サバゲーに強くなるのと関係ないし！」

「っていうか、なぜ第二？」

　たちまちハリセンがうなった。すぱーん、と地面を叩たたき、かなめは声を張はり上げる。

「これは集中力を養うための訓練よ！」

「養えるのか……？」

「うるさい！　さあ、立った、立った！」

　のろのろと立ち上がる一同。そこでナイフ使いの江尾川が言った。

「けっ、もう付き合いきれないぜ！ 俺らは健康クラブじゃねえんだぞ!? サバゲーのチームなんだ！ 大会でもかなりのところに行った俺らが、なんでこんな小娘の言いなりにならなきゃならねえんだ!?」

「むっ……」

「やめるんだ、江尾川……！」

　伊原がたしなめるが、ほかの連中も次々に不満を爆発ばくはつさせる。『そうだ、そうだ！』だの、『まともな練習をさせろよ！』だの。かなめはさらに鼻息はないきを荒くした。

「なっによ!?　これくらいのメニューでもう不平!? 泣き言だけは一人前ね！」

「なんだと!?　だいたいあんたは──」

　怒鳴どなりかけた江尾川が、不意ふいに言葉を切った。ほかの数名もだ。そろって眉間みけんにしわを寄せ、耳を澄ましている。

「？　どうしたのよ？」

「これは……電動でんどうガンの音ですな」

　伊原が言った。

　遠くから『きゅるたたたたたた！』と、断続的だんぞくてきな音が響ひびいてくる。そしてＢＢ弾が空き缶かんにあたる、乾かわいた金属音。電動ガンの音はキャンプ場のふもと、林の中に開けた広場からだった。口論こうろんを中断ちゅうだんして、かなめたちは茂しげみからその様子をうかがってみる。

「…………？」

　広場でエアガンを撃うっていたのは、宗介だった。伏ふせ撃ちの姿勢しせいで、カービン銃をいくつもの的まと目がけて発砲している。

　彼の傍かたわらには、ジーンズ姿すがたに黒縁メガネの若い女が跪ひざまずいていた。知らない顔だ。

（──弾が上に流れるぞ、北野きたの。なぜだ？）

（ああ、それはホップアップが……ちょっと見せてください、調節ちょうせつしてあげますから）

（ふむ……）

（このギアを回すんです。いいですか？ こうやって──）

　遠目に見た感じだと、なにやら親しげな様子である。

「女の子といますね。だれかな？」

「よく見ろよ、あのメガネっ娘こは……」

「よく行く店のバイトの子じゃ！ どうしてまた……」

　口々に伊原や博巳たちがつぶやく。

「…………」

　心中穏おだやかでないのは、かなめだった。つい先日、自分にああいうことを言ったと思ったら、これである。どこのだれかは知らないが、あんな風に──

「そこの連中。何か用か？」

　宗介がこちらを一瞥いちべつし、そう言った。

　かなめの背後はいごに巨漢きょかんの衣野家たちが棒立ぼうだちしていたので、盗み見にもなっていなかったようだ。ばつの悪そうな顔で、伊原たちはぞろぞろと茂みから出ていく。

　後から続いて出てきたかなめの姿を認みとめて、宗介は怪訝顔けげんがおをした。

「千鳥。なぜ君がここにいる？」

「なんだっていいでしょ。伊原くんたちに加勢かせいしたのよ」

「そうか」

「そーよ。だいたい、あんたこそ何やってんの、こんなところで」

　先日の仲違いの後も、二人はたびたび学校で顔を合わせていた。口もきかない状態じょうたいになったわけではなかったが、やはりどこか、ぎくしゃくしている。

「エアガンの試射ししゃだ。弾道だんどうの特性とくせいやクセを見極みきわめようと思ってな」

「そっちの人は？」

「専門店で知り合ったインストラクターだ。いろいろとコツを伝授でんじゅしてもらっている」

　娘はかなめたちに軽く頭を下げた。

「あ、どうも。北野一美かずみと申します。ショップで店員をやってまして。今日は休みだったから、相良くんの練習におつきあいを。……はは」



「店員さんが？　ただの客に？ ずいぶん親切なんですね」

「いえ、まあ、いろいろあって……。その、えーと──」

「千鳥です。千鳥かなめ」

　基本的きほんてきにかなめは初対面の相手には礼儀れいぎ正しく愛想あいそうもいいのだが、このときばかりはヘラヘラ笑ったりできなかった。その空気を察さっしたのか、北野一美は上目遣うわめづかいでたずねてくる。

「千鳥さん。あのー……もしかして、相良くんの恋人さんですか？」

　かなめと宗介が、同時に『ちがいます／ちがう』と言った。

「あ、それは失礼しました。ははは」

「…………」

　複雑ふくざつな気持ちで黙だまり込むかなめ。宗介もむっつりしたまま、電動ガンの試射に戻もどる。

　そこで伊原が一美に声をかけた。

「北野さん？」

「はい？」

「覚えてませんか？　自分です。よくあなたのお店で買い物を。いや、こんなところでお会いできるとは光栄こうえいであります」

　なにやら頬ほおを赤くして、緊張きんちょうした様子である。見れば、ほかの面子も似たようなノリだった。そろってぎこちない微笑びしょうを浮うかべて、伊原の後ろで会釈えしゃくをする。

（ひょっとしてこの人、常連客じょうれんきゃくのアイドルなのかしら……？）

　一美はひとしきり記憶きおくの糸をたぐってから、やがて困ったような笑顔を浮かべた。

「えーと。あの、すみません。あはは……」

「衝撃しょうげきを受けた様子で、伊原たちが固まる。

「うっ……本当に覚えてらっしゃらない？ 夏のイベントのときに、記念撮影きねんさつえいを──」

「あー、思い出しました！『アームズ・ドラゴン』誌の予選大会ですよね？ 一回戦で、女子大生のチームにボッコボコにやられて負けちゃった人たち！」

　ぱっと顔を明るくして、一美が叫さけんだ。

（へ？　一回戦負け……？）

　きょとんとするかなめの視線しせんに気づいて、伊原たちが居心地いごこち悪そうに肩をすぼめる。

「うん、そうでした！　参加者さんかしゃがみんな大笑いしてましたよね！ えっと、お店の方にも来てたんですか？」

「は、はい。最低でも、週に一度は……」

「えー、そうだったんですか!? すみません、全っ然気づきませんでした！ なんだー。で、きょうは？ ＢＤＵ（野戦服）なんか着て。ゲーム中ですか？」

「いえ、まあ……」

　消え入りそうな様子の伊原たち。それまで無言むごんで電動ガンを試射していた宗介が、装備そうびを片付けながら言った。

「だいたい分かったぞ、北野。次は高低差のある地形で試ためしたい。移動いどうしよう」

「あ……はいはい。じゃあ皆さん、いずれまた。来週、お店で放出品のセールやりますから、ぜひ来てくださいねー！」

　一美は荷物にもつをつかんで、その場を立ち去っていった。伊原たちの存在そんざいなど、それきり忘れた様子だ。そこで先を行く宗介が立ち止まって、一同に振り返った。

「……そうだった。どうやら特訓とっくんか何かでもしているようだが、付け焼き刃では俺には勝てんぞ。怪我けがをしないうちに、同好会の件けんは諦あきらめることだ」

「むっ……」

「千鳥、君もだ。何を考えているのかは知らんが、時間を浪費ろうひするな」

「な、なんですってぇ!?」

「事実を言っているだけだ」

　宗介はきびすを返し、今度こそその場を後にした。二人の姿が見えなくなると、伊原たちは口々につぶやく。

「女連れかよ……しかも、常連客のアイドル、北野さんと……」

「許せん……これは許せん……」

「この屈辱くつじょく。同好会の問題だけではなくなってきたぞ……」

「肩を震ふるわせる者、ぺっと唾を吐き出す者。中には血涙けつるいを流す者までいる。

「……っていうか、一回戦負けですって？」

　わなわなとした声で、かなめが言った。伊原たちはしょんぼりと肩を落とす。

「いろいろデカい口叩いといて、けっきょくはああいう女にヘラヘラしてるヲタク集団ってわけ？ あんたたち、本気であいつに勝つ気、あるの……？」

「も、もちろんです。だからこそ我々は、こうして千鳥さんを──」

「だったら、あたしを信じなさい！」

　かなめはぴしゃりと言った。

「そりゃあ、あたしだって何度か死ぬような修羅場しゅらばをくぐり抜けただけの、普通ふつうの女よ!? あんたたちが頼たよりなく思うのも無理むりはないわ。でもね、少なくとも──あのむっつり戦争バカをやっつけたい気持ちは、あんたたちの誰にも負けないわ！ ちがう？ ちがうってんなら、言ってみなさい！」

　伊原たちは返す言葉もない。

「あたしのやり方に問題があるんだったら、ちゃんと直すわ。だから、もっと真剣になって。あたしを信じて。だって──あたしたちは、チームなんでしょう!?」

　涙声なみだこえで訴うったえるかなめの真心に打たれたように、伊原たちはうつむき、拳こぶしを震わせた。

「千鳥さんよ……あんたの言う通りだ。俺たち、このままじゃただの負け犬だよな……」

　先刻せんこく、率先そっせんしてかなめに反抗はんこうしていた江尾川が言った。

「然しかり。わしら、大切な何かを忘れておった」

　スカーフェイスの衣野家が言った。

「そうだ。彼女を信じよう！」

「こっちは一二人なんだ！ 団結だんけつすれば、なんとかなる！」

「悪かったよ、千鳥さん！ もう文句は言わない！」

　博巳やその他の面々も、口々に叫ぶ。

『やろうぜ、隊長！』

「みんな……。ありがとう……。はじめて隊長って呼んでくれたね……」

　かなめは感極かんきわまったように、胸の前で両手を組んで目を伏ふせた。目尻めじりの涙を拭ぬぐってから、『よしっ！』と小さなガッツポーズを作る。

「気分を入れ替かえて、特訓の続きをしましょう！ 整列せいれつ！」

「おうっ！」

「では改あらためて──ラジオ体操第二、連続三〇本！」

　脱力だつりょくした全員が同時にがっくりと膝ひざをつき、悲痛ひつうなうめき声を漏もらした。




「あのー、相良くん……」

　キャンプ場のはずれに移動いどうしてから、一美が宗介に声をかけた。

「なんだ」

「いいんですか？　対戦するお友達って、あの千鳥さんたちなんでしょう？ あんなキツいこと言っちゃって……」

「事実じじつだ。彼らでは俺には勝てない」

「でも……いくら外国で実銃を触さわったことがあるっていっても、日本のサバゲーは勝手かってが違いますよ？」

「だからこうして、君にレクチャーを頼たのんでいる」

「まあ、そうでしょうけど……」

「心配するな。約束やくそくの対ＡＳ五七ミリ砲弾ほうだんの空薬莢からやっきょうは、必ず渡す。一ダースほどな」

　そっけなく言って、宗介はケースから電動ガンを取り出す。

「それに、ちょうどいい機会きかいだ。彼女が二度と銃器類を手にしないように、本気でかかる」

「はあ。なぜです？」

　宗介は銃をいじる手を止めた。

「わからん」

　そう言ってから、宗介は専用のローダーでマガジンにＢＢ弾を詰つめていった。

「とにかく、そうした方がいいと思ったのだ」




　さすがにラジオ体操ばかりしているわけにもいかないので、かなめは伊原たちと相談して、もう少しマシな訓練メニュー──射撃しゃげきと連係れんけいに重点を置くことにした。

　同時に、当日の作戦も考える。

　まず、チームを四つの班はんに分けた。三人ずつだ。各班は宗介と遭遇そうぐうした場合、一人が盾たてになり、一人がとにかく乱射らんしゃして敵の動きを止める。そしてもっとも腕のいい一人が、しっかり狙ねらってとどめを刺さす。三人がかりで落ち着いていけば、いかな宗介とて手こずることだろう。ましてや、それが四班もあれば。そういうコンセプトだった。

「名付けて天・地・人の戦術。とある大河歴史漫画から学んだものよ」

「ほほう……」

「各班はそれぞれ『レモン』『ピーチ』『メロン』『パパイヤ』と命名する。交信時はこのコールサインを使用するように」

「なんか、激はげしく萎なえる符号ふごうなんですが」

「そう？　かわいいじゃない」

「……まあ、いいでしょう。それで？」

「配置はいちとタイムテーブルを決めないと」

　かなめは東京郊外こうがいにある、有料ゆうりょうのサバゲー用フィールドの地図を広げた。本番の戦いは、ここで行われる予定だ。

「このフィールド、伊原くんたちはよく知ってるのよね？」

「肯定こうていです」

「でも、ソースケは知らない。これは有利ゆうりに働くわ。各班を──ここと、ここと、こことここに配置。連絡れんらくを取り合い、あいつを南東の林に追いつめていきましょう」

　確たしかにそれは、素人しろうとなりに合理的ごうりてきな配置だったが、それでも伊原たちは疑問ぎもんを挟はさんだ。

「そんなにスムーズに運ぶでしょうか？」

「大丈夫だいじょうぶよ。あいつはね、インケンな罠を仕掛しかけるか、至近距離しきんきょりで殴なぐったり蹴けったり──そういう戦い方が得意とくいなの。でも、今回はそういう手口が全部封じられてるでしょ」

「ふむ。なるほど」

「そこに、この人数でかかれば──案外、あっさり仕留しとめられると思う。大丈夫よ！」

　握にぎり拳こぶしで、かなめは断言だんげんした。




　そして、当日になった。

　平日の夕刻ゆうこく。フィールドの安全地帯に、一同が集つどう。審判役しんぱんやくは林水だ。

　かなめは借かり物ものの迷彩服めいさいふくとジャングル・ブーツ姿で、バンダナを頭に巻いていた。使い方を覚えたばかりの電動ガンのバッテリーをつなぎ、マガジンにじゃらじゃらＢＢ弾を注そそぎ込む。副兵装サイド・アームのハンドガンを、腰こしのホルスターにぶち込んで、目を護まもるゴーグルを着つけた。

「うっし。覚悟かくご完了かんりょう」

　手袋てぶくろをはめて、ばしっと拳を手のひらに打ち付ける。

「素敵すてきですよ、千鳥さん」

「うんうん、かっこいい！」

　見物に来ていた美樹原蓮と常盤ときわ恭子きょうこが、ほれぼれとした様子で言った。

「ん。ありがと。さて……野郎やろうども、準備じゅんびはいい!?」

『ＯＫです、隊長殿！』

　同様に準備を終えた伊原たちが、一成に声を張り上げた。せいぜい三、四日の特訓ではあったが、それなりの成果せいかはあったようだ。だれもが覇気はきに満ちている。一緒いっしょに走ったり撃うち合ったり、かなめの手料理をぱくついたりで、確かな連帯感れんたいかんが芽生めばえていた。

　宗介は年季ねんきの入った野戦服姿だ。こなれた手つきで電動ガンを肩にかけ、軽く準備運動をしている。

「ソースケ。余裕よゆうたっぷりね」

「うむ。さっさと片づけて、帰るとしよう」

「むっ……」

　こういうときの宗介の口ぶりは、ひどく憎たらしい。

　そこで伊原が神妙しんみょうな顔で近づいてきた。

「千鳥さん。これを」

　そう言って、彼は小さな封筒ふうとうを差し出した。

「約束の品です。ＪＢのライブのチケット」

「え？　でも、まだ勝ったわけじゃ……」

「いいんです。どちらにしても、あなたに渡すつもりでしたので」

「…………」

「試合の前に一つだけ言わせてください。われわれは、確かにヘタクソ集団ではありますが……あなたと一緒に戦えることを、全員光栄に思っております。あなたのおかげで、われわれは結成当初けっせいとうしょの活気かっきを取り戻しました」

　髭ひげを生やした老け顔の伊原は、本来の年齢ねんれい相応そうおうに、目を輝かがやかせていた。損得抜そんとくぬきの、完璧かんぺきな信頼しんらい。目当てのチケットをもらったかなめが、手を抜くかもしれないことなど、微塵みじんも疑うたがっていない。

「結果けっかがどうなろうと、後悔こうかいはありません。とにかく、相良くんを手こずらせてやりましょう！」

「う……うん」

　そこで審判役の林水が告げた。

「用意はいいかね？　ルールは通達つうたつした通り、単純たんじゅんな殲滅戦せんめつせんだ。敵をすべて倒せばいい。被弾は基本的に自己申告制しんこくせいだが、この安全地帯から、双方そうほうの動きは常つねに双眼鏡そうがんきょうで観測かんそくされている。まず相良くんがフィールドの北端ほくたんに移動いどうし、五分後、私の笛ふえで試合開始だ。以上、質問は？」

　林水は一同を見回した。質問はなかった。

「けっこう。では、はじめてくれたまえ」

「了解りょうかいです」

　言うなり、宗介は競技前きょうぎまえの陸上選手みたいに二、三度、軽いジャンプをしてから、『ふっ！』と息を吐はいて、フィールドの森林の中に消えていった。




　宗介が『さっさと片づける』と豪語ごうごしたのは、決して単なる大口ではなかった。

　やっぱり、彼は超ちょうベテランのエリート兵なのだ。かなめたちの素人しろうと作戦など、最初の五分でメッタメタに切り刻まれてしまった。

　まず、佐々木博巳が率ひきいるチーム・レモンがあっさり全滅ぜんめつした。博巳が言うには、茂みをかき分け進んでいたら、仲間の一人がいきなり背後から五、六発のＢＢ弾を頭に喰らい、リタイアしたそうな。

　博巳も必死ひっしで応戦おうせんしたが、無駄むだな努力だった。宗介が潜ひそんでいると思おぼしき茂みに、しこたまＢＢ弾を叩き込むもう一人の背後に、いつのまにか彼が立っていたという。後頭部に短く一発。それで終わりだ。

《こちらレモン１。まるで分かりません！ どんな手品を使ったのやら……！ 至急、応援おうえんを……うわあ！》

　通信途絶つうしんとぜつ。博巳もリタイアだ。

「佐々木くん!?　応答して、佐々木くん!?」

「レモン１でしょう、千鳥さん。あなた自身があれほどコールサインで呼べと……」

　同じ班の伊原が指摘してきするのをほっといて、かなめは悪態あくたいをついた。

「くそっ、チーム・レモンが全滅ぜんめつだわ。あいつ、忍しのび歩きとかかくれんぼとか、そういうのが異様いように得意なのよね……」

「なんてこった。それでは、彼を予定のポイントに誘い込むことも──」

　そこでチーム・ピーチから連絡。十字傷の衣野家の班だ。

《こちらピーチ１！　敵の攻撃を受けている！ 現在、応戦しながらポイント・デルタへ──うわあっ！》

「い、衣野家くん!?」

　同じ回線から別の声が入る。

《……こ、こちらピーチ２！ ピーチ１は戦死した。これよりピーチ２がチームの指揮をとる。ポイント・デルタへ──うわあっ！》

「ちょっと!?」

　またもや別の声。

《……ピーチ３だ。ピーチ２は戦死した！ 残ったのは俺だけだ！ なんとか抵抗ていこうを試こころみる。ポイント・デルタへ──うわあっ！》

　通信途絶。『うわあっ』の繰り返しである。まったく、あきれるほどの手際の良さである。もう一つのチーム・メロンも同様だった。チーム・ピーチの全滅から数分とたたないうちに、たちまち窮地きゅうちに陥おちいった。

　無線越むせんごしに、ナイフ使い風の江尾川の声。

《はあ……はあ……こちらメロン１。部下はみんなやられた……》

「しっかりして、江尾川くん！」

《駄目だめだ……俺も腹に弾をくらっちまったぜ……もう、長くはもたねえ》

「そんな。いや……！」

「あのー、それ、ゾンビでは？」

　とろんとした目で伊原が指摘してきする。

　ゾンビ。ＢＢ弾が当たったのに、しらばっくれてプレイを続行ぞっこうするズルのことだ。

　そんな指摘はさておいて、江尾川は劇的げきてきなセリフを続ける。

《くっ……奴やつはそっちに向かった。なんとか、予定の場所に誘い込めたぜ……。後は千鳥さん、あんたたちがなんとかするんだ……》

「うっ……江尾川くん……」

《ラオス国境こっきょうを思い出すなあ。頼んだぜ、隊長。必ず奴を……ぐふっ！》

　その言葉を最後に、メロン１も生き絶たえたのだった。かなめは瞑目めいもくし、無線機を切ってから、伊原にたずねた。

「あのー。これ、ルール的にどうなの？」

「うーむ。ギリギリでしょうか。いちおう、死亡後の交信はこのプレイでは禁きんじられてませんし……」

　伊原も難しい顔だ。

「いやいや。とにかく、残ったのはわれわれだけです。幸い、敵は計画のポイントに移動いどうしているようですし……」

　そのとき、右後方の茂みで『からん、からん！』といくつもの空き缶がぶつかり合う音がした。

『!!』

　事前じぜんに仕掛しかけておいた鳴子なるこだ。宗介がかかったのだ！ ちょっとずるい気もしたが、ルールでは禁じられていない。それにこうでもしないと、隠密接敵ストーキングの得意な宗介には太刀打たちうちできるわけもない。

「あっちよ、撃って！」

　かなめと伊原、そしてもう一人のチーム員は、さっと身を翻ひるがえして遮蔽物しゃへいぶつに隠かくれ、音の方角目がけて電動ガンを乱射らんしゃした。空気を叩たたく乾かわいた音と共に、大量のＢＢ弾だんが茂みに襲おそいかかる。これだけの火力をもってすれば、宗介も下手へたには動けないはずだ。

　だが──

　次の瞬間しゅんかん、まったく異ことなる方向から、かなめたちのチームにＢＢ弾が襲いかかった。

「うわあっ！」

　チームの一人が、為なす術すべもなく餌食えじきになる。

　鳴子が鳴り響ひびいたのは、囮おとりだったのだ。考えてみれば、そんな単純な罠わなに百戦錬磨ひゃくせんれんまの宗介が引っかかるわけもない。

「なっ!?」

　薄暗い林の中を、黒い影かげが疾駆しっくしてきた。宗介だ。まるで俊敏しゅんびんな猛獣もうじゅうのように、木々を盾たてにして接近せっきんしてくる。とても狙ねらいをつけられるような的ではなかった。

　もう駄目だめだ。やられる。

　まず伊原くんが。次にあたしが──

「うおおおおっ!!」

　そう思った瞬間しゅんかん、伊原が思いもよらぬ行動こうどうに出た。手にした電動ガンを撃とうともせず、振りかぶって、宗介目がけて投げつけたのだ。

「!?」

　飛んできた重たいエアガンを、宗介はとっさに打ち払はらう。数万円もする道具どうぐを、ためらいもなく投げてきたのが、まず予想外よそうがいだった。

　これが実戦なら、宗介も手荒てあらな真似まね──肘ひじ打ちやら膝蹴ひざげりやらを繰くり出して、飛びかかる伊原を組み伏ふせていたところなのだろう。だが、彼はそれを躊躇ちゅうちょした。そこに好機こうきが生まれた。

　宗介が改めて照準しょうじゅんしようとしたときには、伊原は全力で突進とっしんし、彼の腰こしに猛烈もうれつなタックルをかましていた。

「むっ……？」

　よろめき、尻餅しりもちをつく宗介。一緒いっしょに倒たおれ込む伊原。

「いまです、千鳥さん！ 撃ちなさい！」

「え……」

「自分ごと撃つんです、さあ！」

　確たしかに、最後のチャンスだった。伊原の怒鳴どなり声にはじかれたように、かなめは自分の電動ガンをまっすぐ向ける。泥どろの上でもつれあった、宗介と伊原に──

「早く！」

　彼女はためらった。

「なにをしてるんです!?」

　それでも彼女は撃てなかった。

　必死ひっしの形相ぎょうそうで、宗介の銃にしがみついている伊原。彼を撃つことに、ものすごい抵抗ていこうを感じた。生まれて初めて感じたくらいの、強い抵抗感だった。

　だって、伊原くんは仲間じゃないか。

　彼に当てずに、ソースケだけを片づけることはできないのか？

　自分を信頼しんらいしてくれた味方みかたを、なんとか救すくう方法はないのか？

　それは一瞬いっしゅんの思考しこうにすぎなかった。そして──後で思えば、その数秒の間に、宗介は伊原を組み伏せ、かなめを撃つこともできたのかもしれなかった。

　スローモーションで流れる視界しかいの中で、宗介がこちらを見ている。ゴーグル越しのかなめの瞳ひとみの、躊躇の色を。なぜか彼が、『つまり、そういうことなんだ。わかっただろう？』と言っているような気がした。

「千鳥さんっ!!」

　伊原の声。我われに返る。

　そうだった。これはエアガンだ。

「ごめんね！」

　息をのみ込み、かなめはトリガーを引いた。三〇発ばかりのＢＢ弾が、宗介と伊原の体に降ふり注そそいだ。






　大番狂おおばんくるわせの逆転ぎゃくてん勝利に、伊原たちは大喜びだった。なにしろあの相良宗介をやっつけたのだ。首尾しゅびよく同好会の設立せつりつも成なし遂とげ、感無量かんむりょうの様子だった。

「弘法こうぼうも筆ふでの誤あやまり、かな？」

　林水が笑うと、宗介はばつが悪そうに、

「そんなところです」

　と肩をすくめてみせた。

「まあ、いい。どうしても認められない同好会……というわけでもないからね。きょうはご苦労だった」

「恐縮きょうしゅくです」

　そんな調子で、試合しあいは終了した。林水からご祝儀しゅうぎが出て、帰りは一同、食い放題ほうだいの焼き肉屋で祝宴しゅくえんを催もよおした。バイトが終わった北野一美嬢も顔を出し、伊原たちは上機嫌じょうきげん。大きなジョッキ（たいていはウーロン茶だ）を片手に、飲めや歌えやの大騒おおさわぎである。

　盛もり上がる一同から離はなれた端はしっこの席で、かなめと宗介は並ならんで座っていた。

「ねえ。こないだのことだけどさ……」

「なんだ？」

　かなめはすこし間をおいた。

「あたしも、なんとなくわかった」

「む。そうか」

　カルビクッパのお椀わんをずるずるとすすって、宗介は言った。

「わかったから……まあ、こないだのは、チャイにしてくれないかな……」

　かなめは横から、彼の顔を覗のぞき込んだ。そこはかとなく満ち足りた様子で食事をしていた宗介は、口の中のものがなくなると、気負った風もなく答えた。

「うむ。忘れる」

「……ありがと。でもなんか、簡単かんたんねー」

「問題もんだいない」

「……ま、いっか。ほら。ロース焼けたよ」

「む……」

「ちょっと真ん中が生っぽいくらいが、ちょうどいいの。覚えときなさい」

「うむ」

　辛口からくちのタレに漬つけてから、はふはふと焼き肉をほおばる。ひとしきり顎あごを動かしてから、宗介は一言、つぶやいた。

「うまい」

「でしょ？　ふふ……」

　かなめは久しぶりに、屈託くったくのない笑顔を浮うかべた。
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　このテキストは基本的に青空文庫形式ですが、感嘆符や疑問符が二つ並んだ文字（本来なら「感嘆符二つ、1-8-75」や「感嘆符疑問符、1-8-78」などと注記しなければならない所）はテキストビューアの「縦中横」機能を当てにして半角文字二つで表現し、注記は避けました。
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